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学校番号４２                             令和８年８月策定 

秋田県立湯沢翔北高等学校 

中期ビジョン（５か年計画）【令和８年度～令和１２年度】 

 

Ⅰ 本校が目指す姿 

 

スクール・ミッション 

 

地域や多様な人々との協働による実践的で体験的な学びを通じて、自己の可能性を広げな 

がら自己実現や進路実現を果たし、持続可能な未来や社会を創造する生徒を育成する学校 

 

 

 

    スクール・ポリシー 

 

（ⅰ）グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像） 

 

［普通科］ 

基礎基本の修得と探究的な学びを通じて主体的に取り組む生徒 

社会や地域等の課題を発見、分析し、解決に向けて行動する生徒 

自他を尊重し、豊かな人間性を備えた自立した社会人として活躍する生徒 

 

［総合ビジネス科］ 

ビジネス社会における基礎的、基本的な知識と技術を身に付け、主体的に行動する生徒 

地域の理解を深め、実践的、体験的な学びを通して、地域社会の持続的発展に貢献する生徒  

規範意識とコミュニケーション能力を身に付け、他者を思いやり社会で信頼される生徒 

 

［工業技術科］ 

工業分野における基礎的、基本的な知識と技術を身に付け、主体的に行動する生徒 

ものづくりの技術を通して、地域社会の持続的発展に貢献する生徒 

規範意識とコミュニケーション能力を身に付け、他者を思いやり社会で信頼される生徒 
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（ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び） 

 

［普通科］ 

上級学校での学修に必要な基礎的な学力と能力や資質を育成する学び  

既存の知識や技能を活用した協働的かつ探究的な学び  

論理的思考、客観性、観察力など、物事の本質を見抜く力を養う学び  

 

［総合ビジネス科］ 

商業の各分野に関する体系的かつ系統的な理解を深める学び 

ビジネスの基礎的、基本的な知識と技術の習得を基盤とする高度な資格取得につながる学び 

ビジネスシーンに必要なマナーや表現力を習得し、地域や産業界と連携した体験的で実践的な

学び 

 

［工業技術科］ 

工業の各分野に関する体系的かつ系統的な理解を深める学び 

工業の基礎的、基本的な知識と技術の習得を基盤とする高度な資格取得につながる学び 

身近なものの仕組みやものづくりについての学習を活用し、地域や産業界と連携した体験的で

実践的な学び 

 

 

（ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像） 

 

［全学科］ 

何事にも主体的に取り組み、社会に意欲的に貢献しようとする生徒 

学習成績が優良で、各教科の学習に対して意欲をもつ生徒 

探究的な学習活動において、他の生徒との対話を通して理解を深め、課題解決に取り組むことのでき

る生徒 
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Ⅱ スクール・ポリシーを踏まえた５年間の取組 

 

現状と課題 

本校は創立１５年を迎え、専門性の高い活力ある総合制高校として評価されている。昨今、周辺

地域での少子高齢化が加速する中、地域の活力を維持し、持続可能な未来と社会を創造する生徒

の育成を掲げる本校への期待は、かつてないほどに高まっている。 

  デジタル技術が加速度的に発展する現代において、生徒一人一人がＡＩに代替されることのな

い、人間特有の創造性や可能性を最大限に伸長させ、特に専門学科においては、次代の「アドバン

スト・エッセンシャルワーカー（ＡＥＷ）」の育成を見据え、専門的スキルの高度化と教育機能の

更なる強化を図ることが重要な課題である。  

 

 

 

具体的な取組 

１ 「自己実現、進路実現を果たす」ために 

(１)探究活動(翔大夢２．０)とキャリア教育の充実 

・全学科での探究活動による社会課題の解決や地域活性化への取組 

・外部講師によるガイダンス・講話・実習の実施と生涯教育の姿勢の育成 

(２)意欲に満ちた主体的進路選択の実現 

・知識や技術の基礎基本の定着と活用力向上に向けた授業改善 

・上級学校進学の進路目標の実現に向けた主体的な学習の継続 

・社会的、職業的自立の意識を醸成し、専門性への意欲の向上 

(３)高度で価値ある資格や検定への合格 

・普通科：英語検定、漢字検定等の２級以上 

・総合ビジネス科：日商簿記２級、日商リテールマーケティング(販売士)２級 

・工業技術科：技能検定３級以上(機械加工旋盤、機械検査)、第２種電気工事士、パソコン利用技術

検定２級、危険物取扱者免状 

  

２ 「持続可能な未来と社会を創造する」ために 

(１)地域のにぎわい創出への貢献 

・地域イベントや行事等への参加と地域の課題解決や更なる発展のための提案 

・地元企業や農家等と連携した商品の開発と販売(地元特産物の商品化) 

・地元企業との連携によるものづくりや大会参加 

(２)地域課題の解決に向けた学習 

・総合的な探究の時間や課題研究における地域の課題解決のテーマ設定や地場産業・特産物に関連 

した授業の実践 

・地元商店街での社会福祉活動や短期チャレンジショップの開店、インターネットショップの開店 

・地元企業との連携によるものづくり 

 

 


